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大気中二酸化炭素直接回収技術の

名大における研究開発状況
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世界全体でカーボンニュートラルを如何に達成するか

⚫ IEA（国際エネルギー機関）によるネットゼロシナリオ(１．５℃目標達成）
に基づく２０５０年カーボンニュートラルへの道筋

３７０億トン

CN達成には、

１７億トンの炭素除去必要

電力 → 再エネ、原子力、CCS、脱炭素燃料

鉄鋼 → 電炉、水素還元、CCS

輸送 → EV、水素、合成燃料

建物 → ヒートポンプ



Carbon Dioxide Removal, CDR 炭素除去

植林
大気中二酸化炭素直接回収
Direct Air Capture (DAC)

https://carbonengineering.com

テックベースのDACは、量的ポテンシャル、計量性の高さ、即効性等の
観点からCDRにおける有効なアプローチの一つとして認識されている

7



合成燃料普及におけるDACの位置づけ

◼ 合成ガス（一酸化炭素と水素の混合ガス）からの液体燃料合成の
歴史は長い

◼ フィッシャー・トロプシュ合成（FT合成）技術は、1920年代から開

発が進められており、南アフリカでは商用化
◼ CO2からCOへの転換などに開発要素

◼ 炭素集約度の観点からは、再エネ水素は勿論だが、（化石資源利用
により発生したCO2ではなくて）大気（あるいはバイオマス）からの
CO2を原料とする必要がある（＝真のCN燃料とするための条件）

◼ 超低濃度の大気中二酸化炭素（～４００ｐｐｍ）の濃縮（＝ＤＡＣ）に
はコストの課題があり、イノベーションが求められる
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ムーンショット型研究開発制度（２０２０～ ）

大気中二酸化炭素直接回収
Direct Air Capture, DAC
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LNG冷熱利用CO2回収
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Cryo-DAC® による大気中CO2直接回収

空気
(CO2 < 100 ppm)

CO2 (400 ppm)

吸収液

空気

吸収塔

再生塔

昇華槽

LNG冷熱 を利用した

CO2昇華によるポンプレス減圧

高圧CO2出力

化学吸収による
CO2捕捉
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Cryo-DAC® 開発スケジュール

原理検証、中間評価を経て、

大気から年間数～数十トンのCO2を直接回収可能な連続試験を予定 (～２０２９）

2020 2021  2022  2023  2024 2025  2026 2027  2028  2029

開
始

パイロットプラント設計 ・ 建設 ・ 運転

ベンチプラント設計 ・ 建設 ・ 運転

原理検証



Demonstration at EXPO 2025, Osaka, JAPAN
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Cryo-DAC® 展望 極低温液体の冷熱利用の重要性は高まっていく

LNG輸入量シェア％（20２3）

China 17.8

Japan 16.4

South Korea 11.0

India 5.6

Taiwan 5.0

Total Europe 30.8

Energy Institute Statistical Review of World Energy 2024 

将来は液体水素冷熱も

我が国目標 2,000万トン水素@2050 

現在４億トン ⇒ ＞６億トン@２０４０
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DACにイノベーション！

⚫ ２２世紀は炭素除去（CDR）の時代。１．５℃目標

（ティッピングポイントの閾値とされる）達成のた

めには、年間１００億トンのCDR@2100年

⚫ DACは、即効性・量的ポテンシャル・小さい反転

リスク等の観点からCDRにおける重要施策の一

つとされる

⚫ 独自開発の吸収液や、LNG、将来は液体水素と

いった極低温流体の冷熱を用いたユニークなア

プローチで､競争力のあるDACプロセスを開発

したい
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